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背景・課題：近年，世界的にも流行しているタグクラウドでは，限られた領域に，一次元的にタグを並べ
てゆく手法が主流であり，タグ間の関連を考慮した配置手法はごくわずかです．またいずれの手法も多く
ても数百のタグを対象にした描画しか行われて来ませんでした．

関連文献

連絡先

松林 達史 (Tatsushi Matsubayashi)

協創情報研究部 知能創発環境研究グループ

アプローチ：タグの形状を考慮した力学モデルを用いて，タグ同士が重ならない配置を行います，ラベル
付きグラフ可視化の新しい技術を研究しています．また，巨大なタグクラウド地図を用いたTopigraphy 技
術の研究を行い，視覚的にも抽象概念度を効果的に表現する技術の研究をしています．

到達点：これまでは，WEB上のサービスをターゲットに開発を行ってきました．現在では，3D描画システ
ムへの実装を行い，地形図情報を俯瞰することが可能となりました．3Dモニタやスマートフォンへの実装
も行い，展示では実際にデモをおこないます．

Topigraphy (topic + topography) は
トピック空間可視化技術を用いた
グラフ可視化手法の一つであり，
地形表示を用いた新しい手法．

データマイニング技術を用いて，
NW（ネットワーク）データとして
表現

Topigraphy 3D ProjectTopigraphyとは
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# SL研ソメPとの共同研究テーマです

Topic空間の地図を，OpenGLを用いて3D描画．
簡単Installで，デスクトップで利用可能．

関係データ

Topicデータ

タグ抽出技術を用いて，関係
データから重要Topicの抽出
を行う

NWデータ

xy座標データ

Topigraphy System

ラベル付きグラフ可視化技術を
用いて座標計算

データの特性を解析し，最適なｚ
座標を算出

座標情報から地形図を作製

関連文献 １ 参照

関連文献 2 参照

関連文献 1,3 参照

関連文献 3 参照

関連文献 1 参照

背景の透過など エッジとメッシュの消去とクリック
によるハイパーリンク動作

ヘルプの表示

３Ｄモニタ対応

購買情報，ブログ記事，投稿画像，
論文情報，など．様々なデータで
解析を行っています スマートフォン対応


